
別紙２

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

医薬総務管理費（事業費） ○ 49 38 1 ○ 360 0 0 360 ○ ○ ○ 0

陽子線がん治療センター整備事業 元気な社会 ○ 17 7 6 ○ 855,613 795,628 21,497 38,488 ○ 0

監視指導費 ○ 23 64 1 ○ 362 0 0 362 ○ ○ ○ ○ 0

医療機関等補助事業費（ソフト） ○ ○ 50 37 2 ○ 7,392 0 0 7,392 ○ ○ ○ 0

医療機関等補助事業費（ハード） ○ 23 4 ○ 432,408 10,850 421,558 0 ○ 0

地域医療推進事業費 元気な社会 ○ 2 22 5 ○ 11,459 923 7,162 3,374 ○ ○ ○ 0

骨髄ドナー登録推進事業費 ○ 7 17 1 ○ 58 0 0 58 ○ ○ ○ 0

臓器移植推進体制構築事業費 ○ ○ 10 14 2 ○ 5,664 0 0 5,664 ○ ○ ○ ○ ○ 0

医療安全支援センター運営事業 ○ 15 9 1 ○ 1,764 0 0 1,764 ○ ○ ○ 0

へき地医療対策費① ○ ○ 41 46 2 ○ 19,499 9,749 0 9,750 ○ ○ ○ ○ ○ 0

自治医科大学負担金 ○ 47 40 2 ○ 129,414 0 714 128,700 ○ ○ ○ ○ ○ 0

医師確保総合対策事業① ○ ○ 19 5 4 ○ 19,870 11,518 0 8,352 ○ ○ ○ ○ ○ 0

地域医療対策協議会開催事業 ○ 19 4 1 ○ 529 0 0 529 ○ ○ ○ 0

魅力ある医師の研修システム・医師派遣システム構築事業 ○ 22 2 1 ○ 75,000 0 75,000 0 ○ ○ ○ 0

救急医・家庭医養成（後期研修医）キャリアアップ事業 ○ ○ 22 2 1 ○ 92,560 0 92,560 0 ○ ○ 0

医師確保のための情報発信事業（ＰＲ事業） ○ 19 4 2 ○ 14,973 0 13,175 1,798 ○ ○ ○ 0

研修環境整備支援事業 ○ 22 2 1 ○ 47,559 0 47,559 0 ○ ○ 0

医師確保修学資金貸与事業 ○ 21 3 1 ○ 45,480 27,947 17,533 0 ○ ○ ○ 0

医師確保総合対策事業②（周産期医療関係） ○ ○ 23 1 2 ○ 2,169 0 2,169 0 ○ 0

救急勤務医・産科医等確保支援事業 ○ 21 3 1 ○ 13,560 13,560 0 0 ○ ○ ○ 0

救急医療対策事業費 ○ 17 7 3 ○ 296,081 6,035 282,230 7,816 ○ ○ ○ 0

小児救急医療支援事業 ○ 15 9 1 ○ 7,692 3,846 0 3,846 ○ ○ ○ 0

福井県こども急患センター運営事業 ○ 23 1 1 ○ 1,457 0 1,325 132 ○ ○ 0

救急医療関係補助事業費（ハード） ○ 22 2 1 ○ 2,198,866 0 2,198,866 0 ○ 0

広域災害･救急医療情報システム運営事業費 ○ ○ 10 14 1 ○ 37,128 8,690 0 28,438 ○ ○ ○ 0

緊急時安全対策費 元気な県土 ○ 57 30 3 ○ 40,142 40,142 0 0 ○ ○ 0

保健師等指導管理費 ○ 23 64 2 ○ ○ 139 0 572 △ 433 ○ ○ ○ ○ ○ 0

看護師充足対策費（ソフト）① ○ ○ 37 50 8 ○ 75,973 25,258 16,922 33,793 ○ ○ ○ ○ ○ 0

看護師充足対策費（ソフト）② ○ ○ 22 2 4 ○ 18,238 11,019 7,219 0 ○ 0

38 18 14 6 65 29 1 4,451,409 965,165 3,206,061 280,183 7 4 4 3 3 3 0 0 10 10 2 2 4 1 3 1 1 0 0 27 0 0 0 0 1 0

活動指標2結果分類 成果指標1結果分類 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

事務区分

平成
２３年度
予算額

 財源内訳 活動指標1結果分類

平成２３年度事務事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 地域医療課 （単位：千円）



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 □ □ 49 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 38 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

400 400 500 360

400 400 400 360

400 400 400 360

700 700 600 700

126 134 129 133

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

360

区　　　　　　分

一　般　財　源

国　　　　　庫

その他特定財源

□

360

整理統合

■

　北陸公衆衛生学会の県内会員数は安定している。

　北陸公衆衛生学会は県内公衆衛生関係者の資質向上、情報収集の場であり、今後とも有効に活
用していく。

財源内訳

[事業の評価]

□

指標

活動

事業効果

計 画 の 達 成 状 況

事業評価

専門部会

意　　見

拡　　充

継　　続

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

-2.5%
目標値、指標の積算根拠等

経過年数

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移 北陸公衆衛生学会　県内会員数（人）成果

北陸公衆衛生学会　会報発行数（部）

結果分類
360

医薬総務管理費（事業費）

その他

［事業内容］

実行予算

補 助 金

そ の 他

-0.8%

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

国　庫

県　単

含まれる事業数

指標

1.9%

事業開始後の見直し状況

休　　止□

□

見　直　し　額

そ の 他廃　　止□

Ⅱ

千　円

□

□

完　　了

１６年度から、全国衛生部長会負担金（90千円）を地域福祉課へ予算を持ち替え
た。
平成２０年度は、福井県開催（３年に１度）で、特別講演を実施した。

□

終期の見直し縮　　減

特　記　事　項

-3.3%

Ⅱ

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

法定受託事務

事務区分

（単位：千円）

0.8%

事業終了
予定年度

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

健康福祉 地域医療

２３年度

部（庁）

当 初 予 算 額 の 推 移

事      業      名
事　業
開　始
年　度

360

平均伸び率区　　　　　　分

[事業目的]

　地域医療課の諸負担補助金

　北陸公衆衛生学会補助金

[予算額および指標の推移等]

－1－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

6 ■ ■ 17 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

783,404 2,094,991 5,246,525 1,162,995

103,459 2,055,167 5,240,560 1,110,421

8,389 818,491 5,067,806 942,528

6

4

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

千　円

□ 終期の見直し

廃　　止 □

□ 完　　了

そ の 他

　Ｈ23は、目標としていた110人を超える患者の方への治療開始となった。

■ 継　　続 □ 休　　止

整理統合 □

□ 縮　　減拡　　充

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　引き続き陽子線がん治療を行うとともに、対象範囲の拡大や治療効果の向上を目指して高度化
研究を実施していく。

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□

□

一　般　財　源 38,488

[事業の評価]

H23.3.7から治療開始

財源内訳

国　　　　　庫 795,628

その他特定財源 21,497

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円） 855,613 Ｈ23年度から助成事業

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

指標 治療開始患者数（県民）

の推移 成果 治療開始患者数（全体）

事業効果

活動

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 855,613 484.9%

決 算 額 の 推 移 3364.8%

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 865,316 53.6%

　広く県民が利用できる健康長寿につながる施設として、県立病院に整備した陽子線がん治療施設を運営

［事業内容］

①陽子線がん治療センターの整備
②陽子線がん治療センターの運営
③陽子線がん治療費の助成
④嶺南地域住民交通費助成
⑤陽子線がん治療資金利子補給
⑥陽子線がん治療高度化推進事業

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

そ の 他

事務区分福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会

法定受託事務

[事業目的]

自 治 事 務

補 助 金 経過年数県　単

事      業      名 陽子線がん治療センター整備事業 含まれる事業数
事 業
区 分

地域医療

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

国　庫 実行予算

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他

所　　属 健康福祉 部（庁）

－2－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

1 □ ■ 23 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 64 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

362 362 362 362

362 362 362 362

303 188 358 315

2 2 2 3

2 2 2 2

16 15 4 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

監視指導費

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事 業
区 分

健康福祉 地域医療

事　業
開　始
年　度

そ の 他

［事業内容］

指標

[事業目的]

　医療法に基づき医療機関の医療監視、無資格無許可の取締り指導および公的病院の育成を行う。

医療審議会
　医療法の規定に基づき、知事の諮問に応じ、医療を提供する体制の確保に関する重要事項等を調査審議

[予算額および指標の推移等]

２３年度

362

362

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数

Ⅱ

見　直　し　額

■

整理統合 □

終期の見直し

そ の 他□

〕　　　＝　　　〔

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止□

廃　　止

16.7%

□

特　記　事　項

完　　了

拡　　充

継　　続

　医療審議会は、第5次保健医療計画の進捗状況、福井県地域医療再生計画の審議を行った。
□

　医療審議会は、法令により設置が義務付けられており、今後も審議案件に応じて開催してい
く。

目標値、指標の積算根拠等

□

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

事業評価

専門部会

意　　見

□

千　円

補 助 金

結果分類

（単位：千円）

0.0%

-18.2%

13.5%

平均伸び率

Ⅰ

 〕　／　整備目標

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属 部（庁）

実行予算

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事      業      名

0.0%

0.0%

362

活動

医療法人設立認可件数（件）

計 画 の 達 成 状 況

国　　　　　庫

財源内訳 その他特定財源

一　般　財　源

審議会開催回数（回）

事業効果

審議会答申回数（回）成果

指標 Ⅳ

の推移

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

362

区　　　　　　分

－3－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

2 □ □ 50 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 37 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

7,591 8,392 7,992 8,292

7,591 8,392 7,792 8,092

7,591 8,392 7,792 8,092

25 20 24 22

1,018 1,001 1,010 1,028

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　県民の健康増進および医療の確保を図るため、県医師会の活動等に対する助成を引き続き実施
する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　活動指標である学術講演会は安定して開催されている。医師会会員数も着実に増加しており、
医師会の活動のための有効な支援になっている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 7,392

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 7,392 H23～学会等補助金の予算計上を見送り（コンベンション補助金で対応）

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標

の推移 成果 県医師会会員数（人） 0.3%

補助対象経費 Ⅲ

事業効果 指標

-0.3%

決 算 額 の 推 移 2.4%

活動 県医師会の学術講演会開催回数 -2.8%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 7,392 -0.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 7,392

法定受託事務

[事業目的]

　医療機関等の充実した活動を推進する。

［事業内容］

①医療体制推進事業補助金　　　　県医師会が実施する医療体制推進事業に対し補助金を交付
②自治体病院開設者協議会負担金　県内の自治体立病院の開設者協議会への負担金

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医療機関等補助事業費（ソフト） 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療

－4－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

4 ■ □ 23 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 0 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医療機関等補助事業費（ハード） 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　医療提供体制の充実を図るため、医療機関の施設・設備の整備に対して補助を行う。

［事業内容］

①地域医療連携施設設備整備事業補助金　　地域医療連携の担い手となる地域医療支援病院が実施する、高度・専門的医療に必要な医療機器の整備に補助
②医療情報システム整備促進事業補助金　　電子カルテシステム等病院内の医療情報システムの導入に必要な設備整備に補助
③人工腎臓装置不足地域設備整備事業補助金　　人工腎臓装置の整備に補助
④画像診断装置等整備促進事業補助金　　血管疾患の急性期病院の画像診断装置等の整備に補助

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 418,903

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 432,408

決 算 額 の 推 移

活動 高度専門医療機器整備医療機関数 助成する医療機関数

事業効果 指標 電子カルテ整備医療機関数 1 助成する医療機関数

の推移 成果 高度専門医療機器による検査・治療件数 助成した医療機器による検査・治療件数

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 432,408

財源内訳

国　　　　　庫 10,850

その他特定財源 421,558

一　般　財　源 0

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　地域医療支援病院に高度医療機器を優先的に整備するなど、地域連携機能や診療のレベルアッ
プを図っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　特に、地域医療再生基金を活用できる期間を重点的に、医療機関の連携強化・役割分担の推進
に向け助成事業を継続する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

5 ■ ■ 2 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 22 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

998 18,911 15,262 54,906

3,203 16,023 12,386 52,906

1,718 12,969 11,357 46,220

0 2 5 6

0 24 92 154

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　かかりつけ医を基点とした医療連携体制の構築および高まる在宅医療のニーズに対応するた
め、関係事業を継続して実施する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　登録医療機関の協力のもと、モデル事業を実施した地区においては、緊急時も安心して医療を
受けられる在宅医療体制の構築が進んでいる。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

3549

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 923

その他特定財源 7,162

一　般　財　源 3,374

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 11,459 ①２０年度から新規
②２２年度から新規（地域医療再生基金を活用）
③２２年度から新規（地域医療再生基金を活用）
④２３年度から新規（地域医療再生基金を活用）
⑤２３年度から新規（地域医療再生基金を活用）

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標

の推移 成果 在宅コーディネート事業参加機関数 67.4%

Ⅰ

事業効果 指標

156.6%

決 算 額 の 推 移 316.5%

活動 在宅コーディネート事業モデル地区数 20.0%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 16,259 491.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 11,459

法定受託事務

[事業目的]

　病院勤務医の過重労働を解消するため、専門的な医療を提供する病院と地域のかかりつけ医の役割分担・医療連携を推進するとともに、在宅医療のニーズに応えるため、在宅医療体制を整備していく。

［事業内容］

①かかりつけ医機能向上事業　　在宅医療体制を構築するため、かかりつけ医を中心とした複数の医師による医療チーム結成および医療・介護関係者の連携強化のためのモデル事業を実施
②地域医療連携システム構築事業　　医療連携を進めるため、医療機関相互で患者の診療情報を共有できるシステムを整備
③在宅医療体制整備事業　　クリティカルパスの普及およびプライマリ・ケア研修、在宅歯科医療推進のための歯科衛生士研修等
④在宅医療推進啓発事業　　在宅医療普及啓発手法の検討等
⑤在宅医療支援病院モデル事業　　介護負担軽減を目的とした在宅患者の一時受入を行う「レスパイト病床」をモデル設置

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 地域医療推進事業費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 地域医療対策
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

1 □ ■ 7 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 17 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

188 188 119 102

188 188 119 102

188 188 119 102

19 17 17 17

2,167 2,285 2,318 2,307

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　引き続きドナー登録増加のための活動を進めていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　ドナー登録者は、増加している。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 58

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 58 １６年度９月補正において、「移動献血併行型骨髄ドナー登録会」の実施拡大の
ため、説明会用の機器整備、広報経費の充実を図った。

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標

の推移 成果 骨髄ドナー登録者数 2.1% 年度末現在

各健康福祉センター、（財）骨髄移植推進財団 Ⅲ

事業効果 指標

-23.5%

決 算 額 の 推 移 -17.0%

活動 登録会説明員数 -3.5%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 58 -23.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 58

法定受託事務

[事業目的]

　骨髄移植を推進するため、骨髄ドナー登録窓口の拡充および普及啓発を図り、骨髄ドナー登録希望者の一層の確保を図る。

［事業内容］

骨髄ドナー登録推進事業
（１）健康福祉センターにおける骨髄ドナー登録窓口事業
（２）骨髄バンク登録普及啓発事業

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 骨髄ドナー登録推進事業費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉部 部（庁） 地域医療課
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

2 □ ■ 10 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

5,403 5,474 5,535 5,778

5,403 5,474 5,850 5,778

5,403 5,474 5,661 5,588

251 251 251 251

2回／4,000部2回／4,000部2回／4,000部2回／4,000部

0 0 0 1

2 0 1 1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　臓器移植にはコーディネーターの存在が不可欠であり、また、県民の理解と協力を得なければ
できないため、今後とも本事業を継続していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　23年1月に県内初の脳死下で臓器提供が行われたが、今後も県民の関心が薄れずに提供が続くよ
う普及啓発活動を継続していく必要がある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 5,664

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,664 １４年度「臓器移植推進体制構築事業」開始。
１５年度～「福井県臓器移植コーディネーター活動費補助金」が国庫廃止。一般
財源化に伴い事務費等の削減を行った。
２１年度から、臓器移植推進体制構築事業を（財）腎臓バンクに委託し、アウト
ソーシングを図った。

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標 県内臓器提供数（件） 腎臓 Ⅲ

の推移 成果 県内臓器移植数（件） 腎臓

Ⅱ

事業効果 指標 FOTニュース発行回数／部数 Ⅱ

1.2%

決 算 額 の 推 移 1.1%

活動 臓器移植コーディネーター活動日数（日） 0.0%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 5,664 1.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,664

法定受託事務

[事業目的]

　臓器移植に係る環境を整備し、県民に対する普及啓発を行うことにより、移植について適切かつ円滑な運営を図る。

［事業内容］

①福井県臓器移植コーディネーター活動費補助金
　コーディネータの設置および活動に対する補助
　補助対象　(財)福井県腎臓バンク
②臓器移植推進体制構築事業費
　・一般普及啓発事業：「県民の集い」の開催および啓発資料の作成配布
　・院内コーディネーター研修会の開催

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 臓器移植推進体制構築事業費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉部 部（庁） 地域医療課
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ 15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

1,967 1,967 1,810 1,686

1,967 1,911 1,810 1,686

1,838 1,911 1,494 1,431

7 7 7 7

259 170 192 225

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　改正医療法により平成１９年度から、医療安全支援センターは制度化されており、相談処理の
ほか、医療従事者への医療安全に対する情報提供機能が求められており、医療安全が損なわれな
いよう、継続して実施していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　相談は１日平均約１件はある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,764

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,764 平成１７年度に医療安全支援アドバイザーによる相談時間を見直した。（１日→
半日、週４日→週５日）
平成１８年度から、運営協議会を月２回から年２回に縮小した。

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅲ

指標

の推移 成果 相談件数（件） -1.4% 地域医療課＋各健康福祉センター

地域医療課＋各健康福祉センター Ⅱ

事業効果 指標

-2.6%

決 算 額 の 推 移 -7.4%

活動 相談窓口数 7 0.0%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,764 -2.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,764

法定受託事務

[事業目的]

　第三者機関として患者の苦情や相談等に迅速に対応し、医療機関への情報提供、連絡調整等を実施する体制を整備することにより、患者の視点に立った医療を実現し信頼を確保する。

［事業内容］

医療安全支援センターの設置
①運営協議会の開催
②相談窓口（地域医療課、各健康福祉センター）の設置
③相談事例の収集・分析と医療機関等への情報提供等

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医療安全支援センター運営事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 地域医療対策

－9－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

2 ■ □ 41 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 46 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

75,094 20,687 43,673 20,780

75,199 19,489 19,671 18,358

75,199 19,489 19,521 17,906

36 33 33 36

3 3 3 3

141 118 92 71

1,645 1,638 1,359 1,265

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

19,499

9,749

区　　　　　　分

一　般　財　源

国　　　　　庫

その他特定財源

□

9,750

整理統合

□

　無医地区巡回診療は、１回平均１人の受診者がある。
　へき地医療拠点病院運営事業のうち、公立小浜病院の無医地区巡回診療は、１回平均８人の受
診者がある。

　嶺北地区の巡回する手段について、費用対効果を考え、別の手段でより効果的な対応ができな
いか検討する。

財源内訳

[事業の評価]

□

指標

活動

事業効果

計 画 の 達 成 状 況

事業評価

専門部会

意　　見

拡　　充

継　　続

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

-18.4%
目標値、指標の積算根拠等

経過年数

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

の推移

へき地医療拠点病院数

無医地区巡回受診患者数（人）成果

無医地区巡回診療回数（回）

結果分類
19,499

へき地医療対策費①

その他

［事業内容］

実行予算

補 助 金

そ の 他

-3.2%

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

国　庫

県　単

含まれる事業数

指標 -8.1%

公立小浜病院、県立病院、公立丹南病院0.0%

-20.4%

事業開始後の見直し状況

休　　止□

□

へき地医療拠点病院受診数（人）

見　直　し　額

そ の 他廃　　止□

Ⅳ

千　円

□

■

完　　了

平成２２年度から巡回診療車の運転業務を外部委託

□

終期の見直し縮　　減

特　記　事　項

-27.4%

3

Ⅱ

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

法定受託事務

事務区分

Ⅱ

（単位：千円）

0.3%

事業終了
予定年度

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

健康福祉 地域医療

２３年度

部（庁）

当 初 予 算 額 の 推 移

事      業      名
事　業
開　始
年　度

20,986

平均伸び率区　　　　　　分

[事業目的]

へき地地域における保健医療の確保、充実を図る。

①無医地区巡回診療事業
　　嶺北地域における定期的な巡回診療
　　（福井市奥平地区、大野市打波地区）
②へき地医療拠点病院運営事業補助金
　　嶺南地域の無医地区巡回診療を実施する公立小浜病院への補助

[予算額および指標の推移等]
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

2 □ □ 47 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 40 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

127,000 127,000 127,000 127,713

127,000 127,000 127,000 127,713

127,000 127,000 127,000 127,713

21 25 19 26

2 2 2 3

2 1 2 3

20 21 18 19

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

健康福祉 地域医療

事　業
開　始
年　度

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

実行予算

補 助 金

そ の 他

［事業内容］

指標

[事業目的]

へき地等の医療を担う優秀な医師を養成し、本県の地域医療の振興を図る。

自治医科大学の運営費を４７都道府県が均等割りで負担する。

[予算額および指標の推移等]

２３年度

129,413

129,414

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数自治医科大学負担金
事 業
区 分

経過年数

〕　　　＝　　　〔

結果分類

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

9.9%

在学年数×１．５倍が義務年限（卒後９年間）

16.7%

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

128,700

28

□
　自治医科大学は都道府県が共同で設立した大学であり、運営費については県が負担する必要が
あるため、今後も事業を継続し、地域医療を担う医師を確保していく。

廃　　止

0.2%

事業評価

専門部会

意　　見

□

見　直　し　額

■ 完　　了

千　円

□ 縮　　減

休　　止

終期の見直し

そ の 他□

□

拡　　充

継　　続

整理統合 □

□
　原則として毎年２名ずつ入学しており、県が採用する卒業生も安定して推移している。

□

（単位：千円）

4.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

0.5%

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属 部（庁）

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

平均伸び率

平成22年度　3人合格
平成22年度　試験事務費を歳入歳出予算に計上

義務年限内卒業医師数（人）

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

合格者数（人）

0.5%
目標値、指標の積算根拠等

-3.6%

一　般　財　源

指標

714

区　　　　　　分

国　　　　　庫

成果

2

2

活動

事業効果

県採用卒業医師数（人）

受験者数（人）

の推移

 〕　／　整備目標

特　記　事　項

17

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

129,414

財源内訳 その他特定財源
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

4 ■ ■ 19 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

8,259 10,279 11,706 15,722

6,060 10,450 11,783 17,926

6,060 9,640 10,277 14,456

8 6 6

229 578

3 3 1

1 3 5 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　全国的に医師不足が問題となっているなか、県民が適切な医療を享受できるよう、医師確保の
施策を実施していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　女性医師の復職相談や研修参加実績は相当数ある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 11,518

その他特定財源

一　般　財　源 8,352

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 19,870 ③平成２０年度から女性医師支援センターを設置した。
④平成２１年度から医師と看護職員等との協働推進研修事業を実施。

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅳ

指標 医療機関における助産師外来数（件） 33.3% Ⅰ

の推移 成果 女性医師復職者数(人） -33.3%

Ⅳ

事業効果 指標 協働推進事業参加者数(人) 76.2% Ⅰ

37.0%

決 算 額 の 推 移 35.4%

活動 女性医師復職相談件数（人） -12.5%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 17,856 21.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 19,870

法定受託事務

[事業目的]

　県内で就業する医師を確保するため、医師のライフステージの各段階や増加する女性医師に着目した確保策を実施する。

［事業内容］

①院内２４時間保育所等運営支援事業　出産や育児を原因とした女性医師や看護職員の離職を防止し定着を図るため、延長又は夜間保育を行う院内保育所に対する支援を強化する。
②産科医療支援助産師活用事業　　　　医師不足が深刻な産科医療を支援するため、助産師の資質向上研修等を行い、医療機関に対して助産師外来の開設等を促す。
③女性医師支援センター運営事業　　　県医師会館内に女性医師支援センターを設置し、産休・育休後の職場復帰研修支援や就業相談を実施し、医療現場で働く女性医師を支援する。
④医師と看護職員等との協働推進研修事業　　医師と看護職員等の協働を推進するため、看護職員等に対し研修を実施し、専門性の向上と医師の業務負担軽減を図る。

（単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福 井 新 元 気 宣 言 の

 位 置 付 け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医師確保総合対策事業① 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 医療人材確保、地域医療対策
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 □ ■ 19 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

602 296 280 279

602 296 280 270

0 121 218 108

1 2 1

7

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　医療法の規定により設置している協議会であり、医療従事者の確保等について協議するため、
今後も継続していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　福井大学特命医師派遣について、10名の医師を派遣することができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 529

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 529 23年度に地域医療人材育成検討部会を設置

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標

の推移 成果 福井大学特命医師の派遣医師数 10 43%

Ⅰ

事業効果 指標

9.0%

決 算 額 の 推 移 -23%

活動 協議会の開催回数 1 17%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 529 8.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 529

法定受託事務

[事業目的]

　医療法第３０条の１２第１項の規定に基づき、県内の医療従事者の確保その他必要とされる医療の確保に関する事項について協議を行う。

［事業内容］

県内の医療に従事する関係者が集まり、
・県内の医療従事者の確保
・医師確保が困難な医療機関への対応
・その他必要とされる医療の確保
について、協議を行う。
　なお、福井大学の特命医師の県内公的医療機関派遣についても、この場で決定する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 地域医療対策協議会開催事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 ■ ■ 22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 25 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

75,000

75,000

75,000

53

1

57

7

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　テレビ会議システムを活用した研修など、県内臨床研修のさらなるレベルアップを図る。福井
大学特命医師派遣も継続する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　出張講義、合同研修会等各種事業を実施。県内臨床研修医の当該事業への満足度は極めて高
く、県内の臨床研修教育のレベルアップ、魅力アップに大きく貢献している。福井大学特命医師
派遣については、１０名の医師を派遣することができた。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 75,000

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 75,000

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標 福井大学の特命医師派遣医師数 10 43% Ⅰ

の推移 成果 臨床研修医の内定者数 59 4%

事業効果 指標 合同研修会の開催回数

0%

決 算 額 の 推 移

活動 出張講義の開催回数

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 75,000 0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 75,000

法定受託事務

[事業目的]

福井大学と連携して、研修医に魅力ある研修システムを構築するとともに、緊急的に県内の医師不足の公的病院、診療所に医師を派遣するシステムを構築し、地域に必要な医師の確保を図る。

［事業内容］

① 魅力ある研修システムの構築
・ 研修医の指導に熟練した地域医療推進講座の教員が県内の臨床研修病院等に出向き、研修医に直接、指導・研修を行う。
・ 講座の教員や県内医療機関で活躍している医師が中心となって、県内のすべての研修医を対象とした合同研修会を開催。
・ テレビ会議システムを活用し、各臨床研修病院や診療所等の研修医に対し、定期的に症例検討などの勉強会を実施。
② 医師不足の医療機関への医師派遣システムの構築
・ 毎年度、８名程度の福井大学医学部附属病院の医師を、緊急的に県内医師不足の公的病院、診療所に派遣する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 魅力ある医師の研修システム・医師派遣システム構築事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 ■ ■ 22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

71,816

43,777

41,072

5

4

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　引き続き、全国から救急医・家庭医を目指す研修医を募集・確保し、県立病院等で養成した研
修医を県内公立医療機関等に派遣し、県内医師不足に対応していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　Ｈ23は7名の医師を採用することができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 92,560

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 92,560

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標

の推移 成果 後期研修医　採用者数 7 75%

事業効果 指標

111%

決 算 額 の 推 移

活動 医療雑誌への広告掲載回数

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 125,410 75%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 92,560

法定受託事務

[事業目的]

　救急医・家庭医を目指す後期研修医を全国から募集し、県立病院や公立診療所にて救急医・家庭医を養成するための研修（２年間）を行う。研修終了後、県内医師不足の公立病院・診療所に派遣（１年
間）し、県内医療機関に必要な医師の確保を図る。

［事業内容］

県立病院に救急医、家庭医養成の研修プログラムを設け、救急医、家庭医をめざす後期研修医の育成、確保を図るとともに、研修の一環として、医師不足の公的医療機関等へ派遣する。
国内、海外の先進病院研修（最長６カ月）を希望する場合、研修費用を助成し、研修後、一定期間、県の指定する医療機関で勤務する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 救急医・家庭医養成（後期研修医）キャリアアップ事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

2 ■ ■ 19 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

2,827 2,870 2,204 16,013

2,827 2,870 2,204 16,013

2,324 1,990 2,204 13,453

3 4 4 5

55 59 73 57

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　より多くの医師等を確保できるよう、各種PR活動を積極的に展開していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　Ｈ23の臨床研修医内定者数は59名で、臨床研修マッチングがスタートした平成15年度以降、２
番目に多い数である。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 13,175

一　般　財　源 1,798

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 14,973

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標

の推移 成果 県内臨床研修医内定者数 59 3.1%

Ⅰ

事業効果 指標

149.6%

決 算 額 の 推 移 168.9%

活動 病院合同説明会開催、レジナビ出展回数 19.4%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 15,591 150.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 14,973

法定受託事務

[事業目的]

　県内に勤務する医師等医療従事者を確保するため、各種の広報手段を使って募集情報や臨床研修病院の特長等のＰＲを行う。

［事業内容］

①医師確保のための情報発信事業　　　　県内に勤務する医師を確保するため、県内外での県内７臨床研修病院合同説明会の開催や医療雑誌への広告掲載など各種広報手段を使って情報発信する。
②医師・研修医、看護師確保PR事業　　　民間大手医師求人サイトを活用したPRや看護師募集PR用備品の作成・配布により、医師・研修医・看護師の確保を図る。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医師確保のための情報発信事業（ＰＲ事業） 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 ■ □ 22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

155,000

132,563

130,634

5

6

57

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　引き続き県内臨床研修病院等の研修環境充実を図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　Ｈ23の臨床研修医内定者数は59名で、臨床研修マッチングがスタートした平成15年度以降、２
番目に多い数である。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 47,559

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 47,559

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標

の推移 成果 臨床研修医内定者数 59 4% 臨床研修医の獲得（内定）者数

事業効果 指標 テレビ会議システム導入医療機関（累計）

-64%

決 算 額 の 推 移

活動 研修用医療機器の導入医療機関（累計）

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 118,658 -23%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 47,559

法定受託事務

[事業目的]

　より質の高い研修を求める研修医を呼び込むため、研修医が「学びたい」と思えるよう、県内の臨床研修病院の研修環境改善を図る。

［事業内容］

①研修用医療機器（シミュレーター等）整備支援
　　研修医からリクエストが強い手技がマスターできるよう、県内臨床研修病院が整備する研修用医療機器整備に補助
②テレビ会議システム構築支援
　　県内臨床研修病院における情報交換や初期臨床研修の地域医療、後期研修等での派遣研修、へき地医療において、指導医による遠隔地指導やカンファレンスが可能となるよう、テレビ会議システムの
導入整備に補助

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 研修環境整備支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 ■ ■ 21 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

10,589 29,857

10,589 29,857

10,589 29,857

3 5

5 9

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　福井健康推進枠を県内高校生に広く周知し、毎年度10名の貸与者を確保することにより、将
来、県内医療を担う人材の確保に努める。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　平成23年度の福井健康推進枠の受験者数はに67名で、予定の10名の貸与者を確保できた。これ
までの修学資金貸与者の累計24名となっている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 27,947

その他特定財源 17,533

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 45,480

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標

の推移 成果 修学資金貸与者 10 46%

Ⅰ

事業効果 指標

117%

決 算 額 の 推 移 182%

活動 県内高校説明会数 67%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 47,215 120%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 45,480

法定受託事務

[事業目的]

　県内医療に従事する医師を確保するため、将来、県内医療機関に一定期間勤務する医学生に奨学金を貸与する。

［事業内容］

卒業後、県内の指定医療機関等に９年間勤務することで返還が免除される修学資金を、福井大学医学部医学科の福井健康推進枠（推薦入試枠）および福井大学医学部医学科入学者に貸与する。
　　貸与者数　　H２１　　入学者５名
　　　　　　　　H２２～　　〃　10名

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医師確保修学資金貸与事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 ■ ■ 23 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 医療人材確保、地域医療対策

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福 井 新 元 気 宣 言 の

 位 置 付 け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 医師確保総合対策事業②（周産期医療関係） 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　本県の周産期医療体制に必要な医療従事者を確保する。

［事業内容］

①新生児医療等高度医療研修支援事業　　高度な産科・小児医療に従事する医療従事者の養成、技術の向上を図るための研修参加に補助
②セミオープンシステム導入検討事業　　分娩を取り扱う病院勤務医の負担軽減を図るため、健診は近くの診療所で行い、分娩は設備の整った病院で行うセミオープンシステムの導入に向けた検討を行
う。

（単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,120

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,169

決 算 額 の 推 移

活動 研修参加者数（人） 8

事業効果 指標 セミオープンシステム参加施設数

の推移 成果

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,169

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 2,169

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　初年度（Ｈ２３）の研修参加者数は8名であった。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　高度な医療が求められている新生児医療のレベルアップと、分娩取り扱い病院勤務医の負担軽
減を図るため、引き続き事業を実施する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

1 ■ □ 21 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

0 11,664

4,742 10,228

4,562 9,397

3 3

5 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　当該事業の実施を通して、今後、より多くの医療機関が救急勤務医手当、分娩手当を導入する
ことにより、医師の処遇改善・医師確保を図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　救急勤務医確保支援事業・産科医等確保支援事業の補助施設数はともに、前年度並みであっ
た。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 13,560

その他特定財源

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 13,560

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標 産科医等確保支援事業　補助施設数 6 10% Ⅰ

の推移 成果 救急勤務医確保支援事業　補助施設数 3 0%

事業効果 指標

74%

決 算 額 の 推 移 106%

活動

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 14,895 28%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 13,560

法定受託事務

[事業目的]

　救急勤務医・産科医等の確保を図るため、救急勤務医および分娩を取り扱う産科医等の処遇改善を図る。

［事業内容］

　救急勤務医に対し、休日・夜間に救急医療に携わった勤務に対して救急勤務医手当を支給する医療機関、産科医、助産師に対し分娩手当を支給する医療機関に、支給する手当の一部を助成する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 救急勤務医・産科医等確保支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 ■ ■ 17 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 7 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

9,938 18,925 21,072 18,935

18,921 20,602 17,996 14,497

18,714 19,904 17,289 14,124

2,226 3,005 3,604 3,747

97.0 98.0 98.0 98.0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　東日本大震災を踏まえ、災害時医療に関する事業も積極的に実施していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　＃８０００電話相談件数は増えている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 6,035

その他特定財源 282,230

一　般　財　源 7,816

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 296,081 ①は、１７年度から開始。２３年度から相談時間拡大。
②は、１７年度から開始。２３年度からは保守管理のみ。
③は、１９年度から開始。
④は、２３年度から開始。財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標

の推移 成果 電話相談者の満足度の状況（％） 0.3%

Ⅰ

事業効果 指標

479.8%

決 算 額 の 推 移 -8.4%

活動 ＃８０００相談件数 19.6%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 294,924 387.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 296,081

法定受託事務

[事業目的]

　地域住民の救急患者のための医療や、災害時の医療を確保する。

［事業内容］

①♯８０００子ども医療電話相談事業　　　病児を抱える保護者を対象に夜間における電話相談体制を整える。
②自動体外式除細動器（ＡＥＤ）普及事業　県有ＡＥＤ機器の保守管理
③災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）派遣経費　　　災害時緊急医療チーム派遣の際に必要な保険料経費
④災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）体制整備事業　災害拠点病院やＤＭＡT、臨時医療施設に必要な医療資機材等を整備する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 救急医療対策事業費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 地域医療対策
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 ■ □ 15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

4,496 7,106 7,983 8,477

4,212 7,984 8,425 7,564

4,212 7,984 8,423 7,537

8 8 8 8

5,614 5,684 9,043 7,769

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　夜間の小児重症患者に対応できる医療体制を確保するため、引き続き実施していく。（病院勤
務医の負担軽減を図るため、軽症患者は、こども急患センターや＃８０００電話相談に誘導して
いく。） 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　夜間小児救急医療実施病院数は減っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 3,846

その他特定財源

一　般　財　源 3,846

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 7,692 「小児救急医療支援事業」　１６年度から嶺南地区においても事業開始。１５年度
は県単。1６年度から国庫補助。
「病院群輪番制運営事業補助金」　１７年度廃止（国から市町村へ交付税措置
化）財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標

の推移 成果 小児救急の延外来患者数（人） 15.4% 当番病院の受診者数（H21～オンコール体制日を含む）

Ⅲ

事業効果 指標

21.6%

決 算 額 の 推 移 28.2%

活動 夜間小児救急医療実施病院数 7 -3.1%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 7,692 16.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 7,692

法定受託事務

[事業目的]

　夜間の小児重症患者に対応するため、輪番制で小児科医が対応できる体制を確保する。

［事業内容］

　夜間の小児救急医療を地域の小児科を標榜する病院で輪番制により行う。
　　実施主体：市町村　実施時間：１８～８時　実施病院：嶺北４病院、嶺南３病院

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 小児救急医療支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 地域医療対策
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ 23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 1 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

20,407

15,905

556

94.9 94.0 94.3 92.5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　こども急患センターの運営、地域講習会を通じて、病院勤務医の負担軽減を図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　確定していないが、初年度（Ｈ23）は10,000人以上の受診者と見込まれる。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 1,325

一　般　財　源 132

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,457 ○こども急患センター
平成22年度　初度備品等整備、広報等
平成23年4月1日から運営開始
○地域講習会
平成22年度から開催

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標

の推移 成果 小児夜間救急病院の軽症患者の割合（％） -0.8% 第5次福井県保健医療計画（入院を必要としない患者の割合９０％以下）

平成23年4月1日開設

事業効果 指標 地域講習会の受講者数

-92.9%

決 算 額 の 推 移 -100.0%

活動 こども急患センター受診者数

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 19,966

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,457

法定受託事務

[事業目的]

　病院勤務医の負担を軽減するため、平日および土曜日の夜間、休日の小児軽症患者を、開業医が中心となって診察する「福井県こども急患センター」を運営する。
　また、保護者に急病時の対処法についての知識を得る機会を提供するための講習会を開催する。

［事業内容］

○名　　称：福井県こども急患センター　（福井市休日急患センター内）
　診療科目：小児科　（県内の小児科開業医および勤務医が診療）
　診療時間：月～土　午後７時～午後１１時　　／　　日・祝　午前９時～午後１１時　（12／30～１／３を含む）
　対象患者：軽症患者（重症の場合は、小児救急夜間輪番病院へ転送する。）
　運営方法：福井県こども急患センター運営委員会（県、嶺北地域１１市町、（社）福井県医師会、（社）福井市医師会、福井県小児科医会により構成）が、福井市に業務委託し、福井市は（社）福井市
医師会に運営を委託

○地域講習会の開催
　急病時の対処法を記載したパンフレット（こんな時どうする？）を活用し、小児科医が講師を務める地域講習会を実施

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井県こども急患センター運営事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 地域医療対策
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

1 □ □ 22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 2 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

1,066,259

278,710

263,901

5

0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

□

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

　当事業により県内の災害拠点病院が全て耐震化される予定である。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　災害時の医療体制の確保は重要であり、その拠点となる医療施設の耐震化を今後も促進してい
く。

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

拡　　充□ 縮　　減 □ 終期の見直し

国　　　　　庫

その他特定財源 2,198,866

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,198,866

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 耐震改修を完了した医療機関数

事業効果 指標

788.9%

決 算 額 の 推 移

活動 耐震改修を実施している医療機関数

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,087,755 195.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,198,866

法定受託事務

[事業目的]

　地震等の災害時に重要な役割を果たす災害拠点病院等の医療施設の耐震改修を支援することにより、災害発生時における医療を提供する体制の確保を図る。

［事業内容］

医療施設の耐震化整備に対する支援（補助）
（平成２１年度に設置した「医療施設耐震化整備基金」を活用）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 救急医療関係補助事業費（ハード） 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 地域医療対策 Ｇ

1 ■ ■ 10 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 14 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

50,067 50,067 53,764 53,764

46,300 45,330 50,137 50,137

46,103 45,144 48,754 47,611

23,512 26,725 23,748 22,948

57,231 69,939 97,809 79,074

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

千　円

□ 終期の見直し

廃　　止 □

□ 完　　了

そ の 他

　毎年２万件以上のアクセスがあり、需要は高い。

■ 継　　続 □ 休　　止

整理統合 □

□ 縮　　減拡　　充

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　大規模災害時の医療体制および救急医療体制の充実を図る上で本システムは重要であり、今後
とも継続して実施する。

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□

□

一　般　財　源 28,438

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫 8,690

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円） 37,128 　１６年度からインターネット対応にシステム変更し、県民に対するサービス向
上、メンテナンス、セキュリティの向上を行った。
　１７年度からは固定回線の通搬の負担について約半数に削減した。
　２１年度からは、医療設備や対応できる疾病が分かる医療機能情報および薬
局情報をシステムに追加した。
　２３年度には、サーバ機器等が老朽化していることから新システムに移行する。

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

 〕　／　整備目標

14.3% Ⅰ

〕　　　＝　　　〔

指標

の推移 成果 県民向けＨＰアクセス数（件）

事業効果

活動 医療機関年間入力回数（回） -0.3%

指標

Ⅲ

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 37,128 -4.4%

決 算 額 の 推 移 1.2%

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 40,048 -4.5%

救急医療体制および広域災害対策の充実を図る。

［事業内容］

県内の災害拠点病院、救急告示医療機関および消防機関等にパソコン端末を設置し、救急医療情報（医療機関の空きベッド、手術の可否等）の収集、提供や県民への保健医療情報の提供を行う。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

そ の 他

事務区分福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

[事業目的]

自 治 事 務

補 助 金 経過年数県　単

事      業      名 広域災害･救急医療情報システム運営事業費 含まれる事業数
事 業
区 分

地域医療

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

国　庫 実行予算

その他

所　　属 健康福祉 部（庁）
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 □ ■ 57 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 30 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

48,400 44,700 42,537 47,248

48,400 42,800 46,043 45,700

46,529 41,755 45,413 32,954

13 13 13 13

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　資機材整備と維持管理体制を常に万全にしておくことはもちろんであるが、東日本大震災によ
る福島の原発事故を踏まえて、安定ヨウ素剤の備蓄を、当面、国が定める地域において増強す
る。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　資機材整備と維持管理体制は整えている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 40,142

その他特定財源

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 40,142 平成２１年度　　被ばく医療を円滑に実施するため、被ばく医療マニュアルを策定
平成２３年度　　原子力防災計画の被ばく医療体制についての検証を実施

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標

の推移 成果 資機材整備箇所数 0% 原子力防災除染検査所（敦賀）、緊急時医療対策施設（県立病院）、丹南・二州・若狭ＨＷＣ、福井赤十字病院、済生会病院、公立丹南病院、福井社保病院、市立敦賀病院、公立小浜病院、社会保険高浜病院、国立福井病院

事業効果 指標

-4.2%

決 算 額 の 推 移 -9.6%

活動

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 45,884 -1.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 40,142

法定受託事務

[事業目的]

　原子力発電施設等において災害が発生した場合の緊急時医療措置のために必要な施設等を整備するとともに維持管理を行う。

［事業内容］

①　緊急時安全対策事業
　ヨウ素剤の更新および保管管理、被ばく医療機関従事者研修、原子力防災訓練の被ばく医療体制についての検証等
②　原子力防災施設、機器等保守管理料
　放射能汚染測定機器の整備、更新および維持管理
　緊急時医療対策施設の維持管理
③　緊急時医療対策施設繰出金
　緊急時医療対策施設・設備の維持管理（同施設・設備が設置されている県立病院への繰出金）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県土 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 緊急時安全対策費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

原子力の安全対策を見直し信頼へ、研究開発で貢献 その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療 地域医療対策
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

2 □ ■ 23 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 64 年 ■

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

186 289 243 139

186 289 243 139

186 289 164 139

218 149 150 144

422 641 611 660

20 29 39 71

100.0 100.0 100.0 98.6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　免許に関する事務は、法律により定められた県の業務であり、継続して実施しなければならな
い。また、准看護師試験は、保助看法の規定に基づき都道府県知事が実施することとされてお
り、継続して実施する。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　免許申請は一定数ある。
　准看護師試験合格者は増加傾向にある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 572

一　般　財　源 △ 433

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 139

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標 准看護師試験合格率（％） 100.0 0.0% Ⅱ

の推移 成果 准看護師試験合格者（人） 66 38.6%

Ⅳ

事業効果 指標 看護師等国免許申請数（件） 18.4% Ⅰ

-0.8%

決 算 額 の 推 移 -1.0%

活動 准看護師免許申請数（件） -11.7%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 139 -0.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 139

法定受託事務

[事業目的]

　准看試験等の試験の実施、免許の書換え等の事務を行う。

［事業内容］

①看護師等免許登録事務
　保健師助産師看護師法の規定により、免許証の交付、書換え、再交付の登録事務を行う
②准看護師試験費
　准看護師試験委員会　年２回
　准看護師試験委員　１０名
　准看護師試験　学科試験

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 保健師等指導管理費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

8 ■ □ 37 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 50 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

119,457 99,789 79,712 78,080

119,075 93,180 73,909 74,143

119,008 92,586 73,795 73,565

68 45 26 33

1,480 1,520 1,706 2,132

93.1 92.6 87.5 100.0

10,578 11,135

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　県民が適正な医療を享受できるよう引き続き看護師充足対策を実施していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　修学資金貸与者の県内への就業率は高いまま推移しており、看護師等養成所運営費補助事業と
ともに学生に対する支援事業の効果はある。また、看護師等就業推進事業や看護職員への各研修
事業等により、県内の看護職員の就業者数も増加している。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 25,258

その他特定財源 16,922

一　般　財　源 33,793

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 75,973 ①修学資金貸与事業…１８年度から貸与条件を見直し（原則全額返還）
②看護師養成所運営事業…18年度福井赤十字看護専門学校、19年度医療技
術専門学校、20年度鯖江准看護学院廃止。
③看護師等就業推進事業…１７年度から訪問看護推進事業について国庫補助
⑤看護職員資質向上推進事業費…１６年度から県看護協会に事業委託
⑦がん看護実践力向上研修事業･･･１８年度から新規開始
⑧看護師等県内就業支援事業･･･１９年度から新規開始

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅲ

指標 看護職員就業者数（人） 県内の保健師、助産師、看護師および准看護師の就業者数（隔年調査） Ⅰ

の推移 成果 修学資金貸与者の県内就業率（％） 2.7% 県内就業者数/被貸与者数

新規＋継続 Ⅳ

事業効果 指標 ナースセンター求職相談数（人） 13.3% 求職者を求人施設へ紹介した数 Ⅰ

-9.9%

決 算 額 の 推 移 -14.3%

活動 修学資金貸与者数（人） -16.4%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 79,586 -9.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 75,973

法定受託事務

[事業目的]

　質の高い看護職員を確保する。

［事業内容］

①修学資金貸与事業　看護師等養成所、看護系大学院修士課程に在学する者で、卒業後県内の特定施設で看護業務に従事する意思を持つ者に修学資金を貸与する。
②看護師等養成所運営費補助金　県内の民間立看護師等養成所に対し運営費補助を行う。　看護師養成所２か所
③看護師等就業推進事業　ナースバンク事業（就労あっせん）、訪問看護推進事業、「看護の心」普及事業等、　県看護協会に委託
④福井県看護協会補助金　（社）県看護協会が行う教育事業に対する運営費補助
⑤看護職員資質向上推進事業費　看護実践力育成研修、看護指導者育成研修
⑥看護師等実習指導者育成事業費　看護学生の実習施設における臨地実習の指導者に対する研修を実施
⑦がん看護実践力向上研修事業　　がん看護に携わる看護師の専門的な能力向上を図るため、先進的ながん治療を実施している病院において実践的な研修を実施
⑧看護師等県内就業支援事業　　　未就業看護師や看護学生の県内定着を図るため、合同説明会の開催および看護師養成所専任教員の研修を実施

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 看護師充足対策費（ソフト）① 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 医療人材確保 Ｇ

4 □ □ 22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 2 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

31,786

28,957

26,528

129

41

395

5.6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　県民が適正な医療を享受できるよう引き続き看護師充足対策を実施していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

事業評価

専門部会

意　　見

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 11,019

その他特定財源 7,219

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２３年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 18,238 ⑨⑩地域医療再生基金事業としてＨ２２から
⑪⑫国庫補助事業としてＨ２３から

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 新人看護職員の離職率（％）

の推移 成果 ナースバンクによる再就業者数（人）

事業効果 指標 新人看護職員研修受講者数（人）

-37.0%

決 算 額 の 推 移

活動 ナースサポーターが訪問した医療機関数(件）

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 26,352 -17.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 18,238

法定受託事務

[事業目的]

　質の高い看護職員を確保する。

［事業内容］

⑨ナースサポーター設置事業　　県看護協会にナースサポーター（専任相談員１名）を設置
⑩新人看護職員研修事業　　　　新人看護職員・指導者育成研修の実施、研修実施にかかる実習機材購入への助成
⑪外国人看護師候補者就業研修支援事業　　日本語習得支援、就労研修支援
⑫看護職員専門分野研修事業

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 看護師充足対策費（ソフト）② 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 健康福祉 部（庁） 地域医療
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